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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
北
地
方
へ
の
観
光
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
北
地
方
の
観
光
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束
の
メ
ド
が
全
く
見

え
な
い
中
、
東
北
全
体
で
観
光
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、
中
で
も
東
北
地
方
へ
の
修
学
旅
行
が
激
減
し
て
お
り
前
年
度
と
比
べ
て

九
割
減
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
札
幌
市
内
の
公
立
中
学
校
九
十
七
校
中
九
十
六
校
が
青
森
・
岩
手
・

秋
田
の
北
東
北
三
県
を
修
学
旅
行
先
に
し
て
い
た
が
、
九
十
六
校
全
て
が
北
海
道
内
に
旅
行
先
を
変
更
す
る
事
態
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
福
島
県
内
で
も
修
学
旅
行
先
と
し
て
人
気
の
高
い
会
津
若
松
市
で
は
、
昨
年
四
月
〜
七
月
に
五
百
三
十
校
が
訪
れ
た

が
今
年
は
三
十
校
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
経
済
基
盤
が
弱
い
東
北
地
方
に
と
っ
て
、
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
は
観
光
が
地
域
経

済
の
柱
で
あ
り
、
修
学
旅
行
の
激
減
が
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
旧
・
復

興
の
た
め
に
は
東
北
全
体
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
国
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
北
地
方
の
観
光
客
の
減
少
に
対
す
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
影
響

が
ど
の
程
度
な
の
か
、
菅
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

一



二

一
に
関
連
し
、
東
北
地
方
へ
の
修
学
旅
行
の
減
少
が
東
北
地
方
の
経
済
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
秋
・
冬
シ
ー
ズ
ン
の
修
学
旅
行
先
を
東
北
地
方
に
回
復
す
る
こ
と
が
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
か
ら
も
極

め
て
重
要
と
考
え
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

東
北
地
方
へ
の
観
光
客
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
国
だ
け
で
は
な
く
、
業
界
団
体
・
旅
行
業
者
な
ど
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
東
北
地
方
へ
の
観
光
回
復
の
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
二
次
補
正
予
算
・
三
次
補
正
予
算
な
ど
で
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


